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第 2回和歌山県人会世界大会記念特別事業

トランスボーダー
和歌山とアメリカをめぐる移民と美術

TRANSBORDERING：Migration and Art Across Wakayama and the U.S.A.
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入場無料

和歌山県立近代美術館
The Museum of Modern Art, Wakayama

第 2 回和歌山県人会世界大会記念特別事業

トランスボーダー：和歌山とアメリカをめぐる移民と美術

和歌山県は、海外への移民が全国第6位に上る「移民県」として知られています。明治時代より新天地での

仕事を求めて太平洋を渡った人々の子孫は、今も各地で暮らしています。そうした世界の和歌山県人が故郷

に集う第2回和歌山県人会世界大会が本年10月に開催

されるのにあわせて、和歌山県立近代美術館ではこれま

で培ってきた戦前の渡米美術家研究をさらに広げ、和歌

山県の移民の歴史と重ねて紹介します。

本展覧会の中心となるのは、アメリカ西海岸で美術を志

した人々の活動です。特にカリフォルニアでは、移民と

いう立場で海を渡った人たちが多く暮らし、かつ活発な

芸術活動が生まれました。なかでも現在の和歌山県有

田川町出身の画家 上山鳥城男（1889‒1954）を、和歌

山ゆかりの作家として新たに紹介し、あわせて彼の周囲

の多様な芸術の営みを、初公開の作品や資料とともに展

示します。

また西海岸は日米開戦に伴って日系人が強制収容された

歴史をも背負っています。しかし鉄条網に囲まれた収容

生活のなかでも、人々はさまざまに創造的な活動を行い、

拠り所としていました。この展覧会では、全米日系人博

物館や諸機関と連携しながら、移民と美術についての歴

史を双方向から見直し、発信することを目指します。
②上山鳥城男《疎開者》1942 年　油彩、キャンバス　全米日系人博物館蔵 
Gift of Kayoko Tsukada, 92.20.3

①上山鳥城男《黒衣の肖像（上山夫人）》1928 年　油彩、キャンバス　個人蔵

開催概要

主　　催　    和歌山県立近代美術館、和歌山移民研究を軸とした国際交流事業実行委員会

特別協力　　全米日系人博物館

協　　力　　太地町教育委員会、和歌山大学紀州経済史文化史研究所、和歌山市立博物館、南加和歌山県人会

会　　場 　   和歌山県立近代美術館　2階展示室

会　　期　    2023 年 9月30 日（土）‒ 11月 30 日（木）

開館時間　    9 時 30分 ‒ 17時（入場は16時 30分まで）

休 館 日    　月曜日（10月9日は開館し10月10日に休館）

観 覧 料   　 一般 800 (640）円、大学生 500(400）円　（ ）内は 20 名以上の団体料金
　　　　   　 ＊高校生以下、65 歳以上、障害者、県内に在学中の外国人留学生は無料

＊10月1日（日）は、無料観覧日
＊10月28 日（土）、11月25 日（土）は「紀陽文化財団の日」( 第 4土曜日 ) により大学生無料
＊11月18 日（土）、11月19 日（日）は、「関西文化の日」により無料
＊11月22 日（水）は、「ふるさと誕生日」により無料

うえやま　ときお
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主な出品作品 文字のせ、トリミング等はご遠慮ください。
掲載用画像については広報担当にお問合わせください。

③加地為也《朝の飲水》1880 年　油彩、キャンバス　スタンフォード大学カンターアートセンター蔵　
Cantor Arts Center, Stanford University ⑤「イートウェル・カリフォルニア・マカレル」

（ロサンゼルス港ターミナル島で製造された缶詰）　1918 年以降
ブリキ缶　太地町歴史資料室蔵

④森本幸夫　共栄丸模型　1921‒41 年　木　
太地町歴史資料室蔵

⑥『赫土社展覧会目録』1923 年　印刷、紙（冊子）
全米日系人博物館蔵　Gift of the Obata Family, 2000.19.12

⑦宮武東洋《早朝のジャクソン通り（ロサンゼルス、
リトルトーキョー通り）》1924 年
ゼラチン・シルバー・プリント　
The Toyo Miyatake Collection　©Toyo Miyatake Studio 

⑧竹久夢二《花衣》1931‒32 年　油彩、キャンバス　
全米日系人博物館蔵
 Gift in Memory of Manji Ohashi by Shizue Ohashi Naramura,
 2002.179.1

⑩ヘンリー杉本《カーメルハイランド海辺》1937 年　油彩、キャンバス　和歌山県立近代美術館蔵
Courtesy of Madeleine Sugimoto

⑨上山鳥城男《鳥屋城山》1936 年　油彩、キャンバス　有田川町立鳥屋城小学校蔵
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⑫作者不詳　熊の置物　1944 年　木　和歌山市立博物館蔵
（ヘンリー杉本旧蔵）

⑬作者不詳　貝殻製ブローチ　1942‒45 年　貝殻ほか
和歌山市立博物館蔵（ヘンリー杉本旧蔵）

⑭イク・ツチヤ　貝殻製ブローチ　1942‒45 年　貝殻ほか　
和歌山市立博物館蔵（ヘンリー杉本旧蔵）

⑪ヘンリー杉本《最後の決断》1943 年　油彩、キャンバス　
和歌山市立博物館蔵　Courtesy of Madeleine Sugimoto

▶県立博物館（となり）の展覧会
　

同時期に開催の展覧会

　　

▶特別展　原勝四郎展　南海の光を描く
　　会期：10 月 7日（土）‒12 月 3日（日）
▶小企画展　原勝四郎と同時代の画家たち
　　会期：10 月 7日（土）‒12 月 24 日（日）

生誕 850 年記念特別展　紀州・明恵上人伝
　会期：10 月 14 日（土）‒11 月 26 日（日）

▶移民と美術をめぐるシンポジウム　Vol. 2
10 月 22 日（日）13 時から 16 時（12 時 30 分開場）／ 2階ホール／参加無料／日英同時通訳つき／
定員 80 人程度（先着順）

▶フロアレクチャー（学芸員による展示解説）
10 月 1 日（日）、11 月 11 日（土）、11 月 25 日（土）各日 14 時から約 1時間／要観覧券

▶こども美術館部（小学生を対象とした作品鑑賞会）
10 月 28 日（土）、29 日（日）各日 11 時から約 1時間／定員 6名程度／
10 月 11 日（水）9時 30 分より当館ウェブサイトで参加申込受付開始

内容の変更、事業の中止を行う場合があります。
変更があった場合は、美術館のウェブサイトでお知らせします。関連事業

お問い合わせ先

〒640-8137 和歌山県和歌山市吹上1-4-14
T E L ：073-436-8690　        　F A X ：073-436-1337
E-MAIL：press@momaw.jp　    W E B ：https://www.momaw.jp 

和歌山県立近代美術館
学芸担当：奥村一郎　青木加苗
広報担当：村井

WEB Facebook InstagramTwitter

▶太地町立石垣記念館
　

関連展示

　　

▶和歌山市立博物館
　ヘンリー杉本の描いた日系人収容所
　　会期：9月 16 日（土）‒10 月 9日（月・祝）

▶和歌山大学紀州経済史文化史研究所
　移民と和歌山 2023：記憶と遺物の継承ーー過去から現在、そして未来へ
　　会期：10 月 3日（火）‒12 月 22 日（金）

熊野の移民の歴史に関する特別展を
10 月 3日（火）から開催予定


